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書  記 菊 池  亮   

書  記 工 藤  貴裕  

 



塩竈市教育委員会定例会会議録 

◆日 時   平成 28年 4月 13日（水） 午後 1時 30分～午後 2時 52分 

 

◆場 所   壱番館 3階共用会議室 

 

◆出席委員 

教 育 長 髙橋 睦麿 教育長職務代理者 柴田 仁市郎 

委 員 太田 忍 委 員 池野 暢子 

委 員 山田 達磨   

 

◆事務局 

教 育 部 長 菅原 靖彦 教育総務課長 渡辺 常幸 

学校教育課長 遠山 勝治 生涯学習課長 本田 幹枝 

市民交流センター館長 伊東 英二 教育総務課総務係長 菊池  亮 

教 育 総 務 課 主 事 工藤 貴裕   

 

 

◆定例会次第 

1 開会 

2 前回会議録承認 

3 会議録署名委員の指名 

4 教育長報告 

① 第 1回管内教育長会議について 

② 本市の教育活動の状況報告について 

5 教育部長報告 

① 塩竈市震災復興計画の関連事業等について 

 6 専決処分報告 

① 塩竈市社会教育委員の委嘱について 

② 塩竈市生涯学習センター審議会の委員の委嘱について 

③ 塩竈市スポーツ推進審議会の委員の委嘱について 

④ 塩竈市交流センター審議会の委員の委嘱について 

7 その他報告 

① 教育長職務代理者の指名について 

② 平成 28年度塩竈市校長会役職（校長会からのあて職人事について） 

③ 学力向上の取組状況及び不登校対策等について 

8 閉会 

 



1 開会             午後 1時 30分 

 

 

2 前回会議録委員の署名 

  太田委員から報告、承認 

 

 

3 会議録署名委員の指名 

  池野委員と山田委員を指名 

 

 

4 教育長報告 

 (1)髙橋教育長から、以下のことについて報告 

① 第 1回管内教育長会議について 

② 本市の教育活動の状況報告について 

 

〔主な質疑〕 

・柴田委員 心のケアハウスについて、対応するスタッフは何名か。 

・髙橋教育長 ケアハウス本塩釜教室（本部）に 2名、ケアハウス東塩釜

教室（支部）に 1名の 3名体制である。 

・柴田委員 塩竈は仙台管内となっているが、仙台市が仙台管内に入って

いないのはなぜか。 

・髙橋教育長 おそらく宮城県の行政事務所の管轄地域の名前がそのまま

付けられているのではないか。7つの地域事務所に仙台市を足した 8つと

いうとらえ方をしている。今後、宮城県で事務所の統廃合等の話があれ

ば、名前の変更があるかと思われる。 

 

 

5 教育部長報告 

(1)菅原教育部長から、以下のことについて報告 

① 塩竈市震災復興計画の関連事業等について 

 

〔主な質疑〕 

なし 

 

 

6 専決処分報告 

(1)本田生涯学習課長から、以下のことについて報告 

① 塩竈市社会教育委員の委嘱について 

② 塩竈市生涯学習センター審議会の委員の委嘱について 



③ 塩竈市スポーツ推進審議会の委員の委嘱について 

 

  (2)伊東交流センター館長から、以下のことについて報告 

④ 塩竈市交流センター審議会の委員の委嘱について 

 

〔主な質疑〕 

なし 

 

 

7 その他報告 

(1)渡辺教育総務課長から、以下のことについて報告 

① 教育長職務代理者の指名について 

 

  (2)遠山学校教育課長から、以下のことについて報告 

② 平成 28年度塩竈市校長会役職（校長会からのあて職人事について） 

③ 学力向上の取組状況及び不登校対策等について 

 

〔主な質疑〕 

・柴田委員 学警連とはどのような団体か。 

・遠山学校教育課長 学校と警察が連携しながら、子供たちの健全育成を図

るという会議で、年に数回集まり情報交換をしているものである。 

・柴田委員 生徒が問題を起こしたときに被害者と生徒の親との間で示談を

し、学校への連絡が無い場合、どのような対応を取っているのか。 

・髙橋教育長 警察へは定期的に問題を起こした生徒がいないかどうかを聞

くため連絡をしているが、そのような場合、個別に把握することは難しい。

生徒の問題行動を把握した場合は、生徒の親へ連絡するとともに各学校で

生徒に対し指導をおこなっている。 

・柴田委員 市費事業の中で、青山学院大学連携事業について、なぜ地元の

大学ではなく、青山学院大学になったのか。その経緯は何か。 

・髙橋教育長 当初、子供たちのサマースクール関係は宮城教育大学内のボ

ランティアステーションにお願いをしており、県内外を問わず様々な学生

がボランティアに来ていたが、人数が次第に少なくなってきた。一方、青

山学院大学は石巻市でヘドロ等を掻き出すボランティア活動していたが、

子供たちへの学習支援ボランティアをしたいとのことから、塩竈市へ話が

あり、受け入れることとなったものである。 

 

 

8 閉会   午後 2時 52分    



≪会議録署名委員≫ 

３番委員 

（池野委員） 

 

 

 

４番委員 

（山田委員） 


